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【ガバナンス】 

当社はサステナビリティ基本方針に基づき、取締役会において持続的に成長するための重要

課題としてサステナビリティ課題・重点領域（マテリアリティ）の特定および解決に向けた

施策を決定しています。  

2023 年 1 月より本社管理本部にサステナビリティ推進責任を集中させ、取締役会により決定

された戦略を管理本部が受け取り、管理本部から本社各部署、さらにグローバルネットワー

クを構成する各生産拠点へ、方針およびガイドラインの浸透と現場オペレーションの指示・

モニタリングを行っています。 

 

 

 

この中で、気候変動への対応についても、重要課題についてはマテリアリティに位置付け、

管理本部にてモニタリングを図り PDCA を管理しています。 

 

 

【戦略（SDGs との関連）】 

当社グループの主要事業であるプラスチック成形を主体とする小物家電の製造について、気

候変動が及ぼすリスクと機会について検討を行いました。 

現時点では GHG 排出量削減に関する中期的な方針の策定にあたり、当社の GHG 排出量の原

因組成を分析した結果、以下の通り購入した製品・サービス(Scope3 カテゴリー1)からの排出

量が全体の 81%を占めており、この削減が最も重要であるとの結論に至りました。 

 



 

さらに、以下はこの Scope3 カテゴリー1 の GHG 排出量上位 10 種類の部材を算出したもの

です。このうち、プラスチック(樹脂関連)が 3 種類あり合計 48%を占めています。そのため、

樹脂やプラスチック材料の使用工程で発生するGHG は、当社グループ全体の排出量の38.88%

を占めていることになります。 

 

従いまして、当社の戦略としてはまずはこの Scope 3 カテゴリー1 の GHG 排出量上位 10 種

類の排出量を削減すべく、設計段階での樹脂使用の削減ならびに GHG 排出量の少ない原材

料へのシフトなどを行って参る所存です。 

 

 

【リスク管理】 

気候変動に関連するリスクを以下のプロセスで管理しています： 

- 定期的な GHG 排出量の可視化と内訳分析 

- 材料・物流・エネルギー価格変動の影響シナリオの分析 

- リスク発現時には、危機管理委員会が対策を統括し、取締役会へ報告 

これにより、SDG 13「気候変動への具体的な対策」に則ったレジリエンスの強化を実現して

います。 

 

 

【指標と目標】 

当社グループは、全人類における社会課題である地球温暖化の抑制に向けて、2040 年に当社

グループのグローバルの事業活動に伴う GHG 排出量を実質ゼロ（カーボンニュートラル）と

するとともに、そのマイルストーンとして 2030 年の同 CO2 排出量を 2020 年比で 40％削減

する目標を設定しています。  

YAMADA Group GHG Data

Total / Emissions（kg-CO2） Year

Scope 2020 2021 2022 2023 2024 2025 Grand Total %

Scope1 787,291 775,133 624,549 501,875 366,831 440,867 3,496,545 0%

787,291 775,133 624,549 501,875 366,831 440,867 3,496,545 0%

Scope2 23,742,615 25,430,868 24,934,164 21,096,645 25,066,260 23,946,539 144,217,092 14%

23,742,615 25,430,868 24,934,164 21,096,645 25,066,260 23,946,539 144,217,092 14%

Scope3 156,005,334 177,561,144 207,448,207 125,003,210 119,821,431 116,256,156 902,095,481 86%

CAT1 147,045,019 165,371,473 196,699,209 114,927,396 113,994,351 111,377,902 849,415,350 81%

CAT4 4,759,918 5,952,615 4,976,121 6,763,711 3,270,355 2,658,050 28,380,770 3%

CAT9 4,200,397 6,237,056 5,772,876 3,312,103 2,556,725 2,220,203 24,299,361 2%

Grand Total 180,535,240 203,767,145 233,006,920 146,601,730 145,254,522 140,643,562 1,049,809,118 100%

Share of Scope3-Cat1 81% 81% 84% 78% 78% 79% 81%

Year 2020-2025

TOP Purchased Goods Total/Emissions（kg-CO2） Share in Total Share of TOP 10

1 プラスチック製品 232,867,328 27%

2 熱可塑性樹脂 147,693,589 17%

3 その他の電子部品 101,604,986 12%

4 民生用電気機器（除エアコン） 83,211,646 10%

5 その他の金属製品 69,489,549 8%

6 その他の一般機械器具及び部品 45,887,687 5%

7 電気照明器具 40,275,986 5%

8 高機能性樹脂 27,530,540 3%

9 合成繊維 17,984,472 2%

10 めっき鋼材 12,915,382 2%

92%



 

SDG 目標 関連する当社活動 KPI（目標） 

SDG 13（気候変動） GHG 排出量削減 2030 年までに 2020 年比 40%

削減 

SDG 12（つくる責任） プラスチック使用量削減 2030 年までに 2023 年比 15%

削減 

 

 

【SDGs との整合的推進体制】 

当社は SDGs を重要な経営課題として位置付けていることを明言しており、サステナビリテ

ィ基本方針に基づき、重点領域（マテリアリティ）ごとに SDGs 対応状況の可視化と KPI 管

理を実施しています。 

今後は「サステナビリティ・レポート」に基づき、SDGs ごとの進捗報告をより体系的に強化

する予定です。 

 

 

【添付：SDGs 対応マッピング表（抜粋）】 

以下は SDGs 対応状況を示すマッピング表の抜粋です。 

 

SDG 目標 関連する当社活動 KPI（目標） 

SDG 13（気候変動） GHG 排出量削減 2030 年までに 2020 年比 40%

削減 

SDG 12（つくる責任） プラスチック使用量削減 2030 年までに 2023 年比 15%

削減 

 

分類 指標 実績 目標 

GHG 排 出 量

（Scope1+2+3） 

tCO2e 2020 年：180,535 

2025 年：140,643 

2030 年までに 2020

年比 40%削減 

樹脂使用比率 購入品全体に対する

比率 

2023 年：45%（上位

10 品目中） 

2030 年までに 15%削

減 

 

SDG 目標 対応取組 管理指標（KPI） 年次報告 

13.1 気候変動対策 Scope3 削減 購入品の GHG 排出

量 

管理本部で年 1 回分

析・報告 

12.2 資源効率 プラスチック使用量

の削減 

樹脂使用比率 設計部門で半期に一

度レビュー 



 

以上のように、当社は気候変動への対応を SDGs の枠組みの中で戦略的に推進しており、今

後もその取組を積極的に公開・強化してまいります。 


